



Foods and Meals in Niigata Prefecture （XXI) 
Food Life Recorded in "NOKA NENCHU GYOJIKI"
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歪／隻王 2メ空4大寄合、灘誌．船魏 2／玉1倉開き…豆腐汁，煮も 2／1王蔵開き，舞年始，十一 雨　水，
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2／上 1 初午…朝，小豆飯ま1た 3／16しろう神さまωの祭り
は油陽飯を炊き稲荷様 …繭形のだんごを供え
へ供える ごちそうと甘酒で祝う
























































































































6／中 7／下土用振舞…ひやむぎや 7／下風祭り（土用丑の日） 大暑
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の煮物（すし※） 1 豆のおはぎを仏様に （9／23）
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　餅がとび抜けて多いのはすべてにういて言えるが，
団子が餅に較べて少い。すしはこの地域では少くとも
現在の食べ物といえる。行事食としての粥は現在にお
いては非常に少くなっている。この表からも，「行事
記」から「聞き雷」に大きなギャップの無いことが認
められる。
3．食ぺ物の素材について
　「行事記」には，食生活の他に農耶に関する部分が
あり，栽培されて作物の種類がある程度判る。栽培さ
れたものは食用に供されるという前提でもって，表4
に，食生活に登場した食品素材を示した。この表では
いわゆる料理といわれるものと米飯類は除いている。
　穀類食品のうち，ひやむぎ，そうめん，そば切りの
うち，少くとも，ひやむぎとそば切りは自家製である
ことが判るが，そうめんについてはその点不明である。
また，小麦とそば栽培の記述はない。
　綜は端午の節句につくられているが，現在の俵型の
笹団子，三角ちまきのいずれに属するか全く不明であ
る。一般に団子類は少いのは，穀類を粉にすることが
大変であるためと考えられる。そうした意味で，麺類
は貴重品であったと考えられ，贈答用に用いられてい
るのはそのためであろうe
　納豆の重要性にっいては「聞き書」でも充分認めら
れたが，正月のご馳走としてわざわざっくっているこ
とから「行事記」の時代でも貴重な食べ物であったと
考えちれるゼ
　興味あるのは油揚げである。豆腐の記述は全然無い
が，油揚げの存在から豆腐がっくられていたと推定さ
れる。油揚げ用の食用油は，えごま（荏）製である可
能性が高い。
　煎茶を立茶でもって飲む事にっいての記述があるが
これは意味深い事柄である。この立茶は煎茶を撹伴し
泡立てて飲む方法であるが，現在のところ出雲のぼて
ぼて茶く4），富山のばたばた茶（4×5）にその面影を肇して
いるものであって興味深い。
　塩鮭が年とり魚として食べられているのは，越後が
東日本型食文化圏に属していることを示している。ま
た，当然鯨も鰯も塩ものであったはずであり，当時は，
いわゆる無塩のもの或いlil生魚は絶対といって良い程
口に入らなかった。そのことは，「聞き書⊥の時代ま
で続いた。
表4．　「行事記」に記載されている食品材料と加工食品
分　　　類 食　　　　　　　　　　　　品
動物性 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一枕?C塩鱒，鯨，鰯＊，干し子宰＊，するめ
???穀　　　類
､　　　類
?ﾘその他
?ﾝ物
米，粟，i臨そば切り，そば抗切り麦（ひやむぎ），そうめん，餅，綜，だんこ香煎
蜩､，小豆，納豆，油揚げ
ｫゅうり，ゆう力甑甑大根猟う，剛じ塩こんにや～・えごま混布切り昆布
?メC番茶，甘酒，酒，濁酒
＊　表1の注㈲参照
＊＊表1の注（d）参照
4．日常食について
　「聞き書」における中越地方の日常食を整理すると
次の如くに要約できる。
　（1｝自給自足であって，日常的には購入すうもの、が
　　殆んどない。購入せざるを得なかったものの第一
　　は塩であった。
　②　日常の食では，動物性食品は殆んど摂取しなか
　　うた。晴れ食には魚介類が材料となるが，その大
　　部分は塩魚，干物であり，生魚は池や川の鯉かど
　　じょう程度である。
　㈲　大豆とその加工品は栄養素供給源としてだけで
　　はなく，調味料や嗜好性の高い食品として重要な
　　位置を占めていた。
｛4）栄養的には米（殆んど七分提き程度）と大豆と
　Jの組み合わせが良好であり，これにい’も類，野菜
　　類などが加わることによって，日常食においても
　　栄養的にほぼ充足されていた（6）。
　表4に示した「行事記」⑱食品素材と「聞き書」の
行事食用食品素材との問に大きな違いが認冶られない
ことから，「行事記」の時代の日常食は，上記（1）～14）
と整理したものに類似していたと考えられる。
　ただし，「行事記」は庄屋としての大平家を中心と
して述べているので，上層階級のものであって，その
食生活も少くとも平均以上であo．たはずであるので，
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一般には，このレベル以下であったと推察される。更
に，農業技術が未熟であり、天候に左右され易く収穫
が不安定であったので，時には，量的にも不充分な場
合があったと考えられる。
5．　「行事記」，　「聞き書」の食生活と現代の食生活
　の比較
　前報（G）｝Cおいて，「聞き書」のうち蒲原農家の食生
活と現在の国民栄養調査の食生活の食品群摂取につい
てパターン類似率はO．8520で普通程度であった。また
食物消費の二次元空間図では，「聞き書」の食生活は
極端な伝統型であって，現在の副食品多食型とは著る
しく異なっている。
　　「行事記」の食生活にっいては，食べ物の大体の種
類は判っても，量が不明であるので，上記のパターン
類似率や二次元空間図での位置は求められない。しか
しながら，食べ物の種類が「聞き書」のそれに類似し
ていることから，両食生活のパターン類似率は高く，
二次元空間図の位置も近く，伝統型であると考えられ
る。
　以上の諸点から，新潟県中越地方農家の食生活は，
1830年代から1930年代に至る間の約100年間の変化よ
りも，その後1980年代に至る間約50年問の変化が著る
しく大きいことが推定された。ユ830年代からの100年
間には，明治維新があって，いわゆる文明開化が多方
面に著るしい影響を与えた。しかし，その影響もPtlC
っいてはそれ程著るしくなく，その及ぶ所は主として
都会であって，農村への影響は少なかった。これに対
して，第二次大戦後の大変革は農村，都会の区別も無
い大規模で劇的なものであることが認められる。
　　　　　　　　　要　　　約
　「農家年中行事記」（1839）の行事食を1930年代の食
生活を著した「聞き書・新潟の食事」の行事食と比較
することによって，その間100年間における食生活の
変化を検討した。この結果，1930年より以前100年聞
の変化よりも，その後約50年間の方がより著るしく，
特に第二次大戦後の変革が極めて劇的であることが認
められた。
　終りに臨み，種々御教示頂いた新潟県立図書館真水
淳司書に深謝致します。
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